平成１５年度　１級管工事　学科試験　問題Ｂ

　次の注意をよく読んでから始めてください。
【注意】
　1 ．これは試験問題Ｂです。表紙とも８枚29問題あります。
2 ．解答用紙（マークシート）に間違いのないように、試験地、氏名、受験番号を

　　　記入するとともに受験番号の数字をぬりつぶしてください。
　3 ．問題No.1からNo.17までの17問題は必須問題です。全問題を解答してください。
4 ．問題No.18からNo.29までの12問題は選択問題です。

　　　10問題を選択して、解答してください。
　5 ．以上の結果、全部で27問題を解答することになります。
6 ．解答は別の解答用紙（マークシート）にHB の鉛筆又はシャープペンシル

　　　（HB の芯使用）で記入してください。（万年筆、ボールペンの使用は不可）
　　　解答用紙は　　　　　　　　　　　　　　　　　　となっていますから、

問題番号
解答記入欄

No. 1

No. 2

…

No.10
①　②　③　④

①　②　③　④

…

①　②　③　④

　　　当該問題番号の解答記入欄の正解と思う数字を一つぬりつぶしてください。
　　　解答のぬりつぶし方は、解答用紙のぬりつぶし例を参照してください。
　　　なお、正解は１問について一つしかないので、二つ以上ぬりつぶすと正解としませ

　　　ん。
7 ．解答を訂正する場合は、プラスチック消しゴムできれいに消してから訂正してく

　　　ださい。
　　　消し方が不十分の場合は、二つ以上解答したことになり、正解としません。
　8 ．問題用紙の余白は、計算等に使用して差し支えありません。
　　　ただし、解答用紙（マークシート）は計算等に使用しないでください。
9 ．この試験問題は、試験終了時（15時30分）まで在席した方のうち、希望者に限り

　　　持ち帰りを認めます。途中退室した場合は、持ち帰りできません。

　　　なお、解答用紙はいかなる場合でも持ち帰りは出来ません。
　　必　須　問　題

問題No.1からNo.17までの17問題は必須問題です。全問題を解答してください。

【Ｎｏ．　１】

　プレハブ工法に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　配管プレハブ工法には、立て配管ユニット工法、フロアユニット工法などがある。
　(2)　ブロックユニット工法は、バスルーム、便所などが対象となる。
　(3)　CAD/CAMによる自動化は、ダクトの採寸、切断まで可能である。
　(4)　オフサイトプレハブ工法は、オンサイトプレハブ工法と比べて変更事案への対応

　　　 が容易である。
【Ｎｏ．　２】

　建築主事又は都道府県知事等に、提出する届出書又は申請書のうち、数値が適当でないものはどれか。
　(1)　液化石油ガス設備工事届出書　：　床面積の合計が500m2の事務所に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　液化石油ガスの工事をする場合
(2)　建築確認申請書　　　　　　　：　屋上から架台の高さ10mの位置に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高架水槽を設置する場合
(3)　危険物施設設置許可申請書　　：　貯蔵量が1,000Lの灯油用オイルタンクを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設置する場合
　(4)　ばい煙発生施設届出書　　　　 ：　伝熱面積が10m2のボイラーを設置する場合
【Ｎｏ．　３】

　ネットワーク工程表に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　デュレイションとは、アクティビティ(作業)に付された数字のことである。
　(2)　隣合う同一イベント間には、2つ以上の作業を表示しなさい。
　(3)　最遅完了時刻は、後続作業の所要時間を順次加えて算出する。
　(4)　クリティカルパスとは、最も長い日程を要するルートのことである。
【Ｎｏ．　４】

　図に示す費用と工程及び工期の関係に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　曲線Aは間接費、曲線Bは直接費を表している。
　(2)　突貫作業を行うとコストが少なくできることを表している。
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　(3)　曲線Cは曲線Aと曲線Bを合成したもので、

　　　 工事にかかる総費用を表している。
　(4)　曲線Cの最低点は、工事にかかる費用を最も少なく

　　　 できる工程を示しており、経済速度と呼ばれる。
【Ｎｏ．　５】

　品質管理に用いる下図の名称として、正しいものはどれか。
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　(1)　ヒストグラム
　(2)　パレート図
　(3)　散布図
　(4)　管理図
【Ｎｏ．　６】

　JISQ9000(ISO9000)に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　JISQ9000とは、品質マネジメントシステムのことで、従来の品質保証の重視から

　　　 品質管理に重点を移したものになっている。
　(2)　JISQ9000は、JISQ14000(ISO14000)の環境マネジメントシステムと同じマネジ

　　　 メントシステムとして、両立性に考慮された規格である。
　(3)　従来の品質管理(TQC)に比べ、トップマネジメントの責任及び役割の拡大並びに

　　　 明確化、顧客志向の重視などが大きく変わった点である。
　(4)　要求事項は、必ず守るものとして規定されている。
【Ｎｏ．　７】

　建設工事における墜落・転落による危険防止に関する記述のうち、「労働安全衛生法」上に定められている数値として、誤っているものはどれか。
　(1)　高さが2m以上の作業床の端、開口部等で墜落により危険を及ぼすおそれのある

　　　 箇所には、囲い、手すり、覆い等を設けなければならない。
　(2)　高さが2m以上の箇所で作業を行う場合において、労働者に安全帯等を使用させる

　　　 ときは、安全帯等及びその取付け設備等の異常の有無について、随時点検しなけ

　　　 ればならない。
　(3)　高さ又は深さが2m以上の箇所で作業を行う場合は、原則として、安全に昇降する

　　　 ための設備等を設けなければならない。
　(4)　高さが2m以上の箇所で作業を行う場合は、作業を安全に行うため必要な照度を

　　　 保持しなければならない。
【Ｎｏ．　８】

　架設通路に関する記述のうち、「労働安全衛生法」上に定められている数値として、誤っているものはどれか。
　(1)　勾配は、30度以下とする。ただし、階段を設けたもの又は高さが2m未満で丈夫な

　　　 手掛を設けたものはこの限りではない。
　(2)　墜落の危険のある箇所には、高さ75cm以上の丈夫な手すりを設ける。ただし、

　　　 作業上やむを得ない場合は、必要な部分に限って臨時にこれを取りはずすことが

　　　 できる。
　(3)　建設工事に使用する高さ8m以上の登りさん橋には、7m以内ごとに踊場を設ける。
　(4)　勾配が20度を超えるものには、踏さんその他の滑止めを設ける。
【Ｎｏ．　９】

　コンクリート基礎に取り付けるアンカーボルトに関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　アンカーボルトは、それに加わる引抜き力、せん断力またはせん断応力度及び

　　　 アンカーボルトの本数から、ボルトの径及び埋込み長さを決定する。
　(2)　あと施工のメカニカルアンカーボルトは、おねじ形よりめねじ形のほうが、許容

　　　 引抜力が大きい。
　(3)　L形アンカーボルトは、J形及びヘッド付アンカーボルトより、許容引抜力が小さ

　　　 い。
　(4)　樹脂アンカーボルト(接着系)は、ガラス管状カプセル内の樹脂、骨材、硬化促進剤

　　　 の硬化接着力により固定する方式で、カプセルには使用期限がある。
【Ｎｏ．１０】

　図に示す機器回りの防振措置のうち、適当でないものはどれか。ただし、耐震ストッパ及び振止めは、処理されているものとする。
　　　　　(1)　遠心送風機　　　　　　　　　　　(3)　ユニット形空気調和機
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　　　　　(2)　軸流送風機　　　　　　　　　　　　(4)　うず巻ポンプ
【Ｎｏ．１１】

　配管の施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　空気調和機の冷温水量を調節する電動三方弁は、還り管側に設ける。
　(2)　冷温水配管は、空気調和機のコイル上部より流入し、コイル下部より流出する

　　　 ように施工する。
　(3)　冷温水配管の主管の曲部には、ベンド又はロングエルボを用いる。
　(4)　空気調和機のドレン管には、送風機の全圧以上の封水深をもった排水トラップを

　　　 設ける。
【Ｎｏ．１２】

　配管の試験に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　揚水管は水圧試験とし、試験圧力は揚水ポンプの全揚程に相当する圧力の2倍、

　　　 保持時間は30分とした。

　(2)　3階以上にわたる排水立て管には、各階ごとに満水試験用の継手を取り付けた。
　(3)　蒸気配管は水圧試験とし、試験圧力は最高使用圧力の2倍、保持時間は30分とした。
　(4)　冷媒配管は気密試験とし、加圧ガスは窒素ガスとした。
【Ｎｏ．１３】

　配管の支持に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　ステンレス鋼管を鋼製金物で直接支持した。
　(2)　地盤が安定していない造成地の土間配管において、土間スラブから支持した。
　(3)　蒸気横走り管をスラブから200mm程度の距離で吊る際に、鎖吊りとした。
　(4)　複式伸縮管継手は本体を固定し、その前後にガイドを設けた。
【Ｎｏ．１４】

　ダクトの施工に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　防火壁から防火ダンパーまでのダクトの板厚は1.5mm以上とした。
　(2)　多翼送風機の吐出口直後に風量調整ダンパーを設置し、ダンパーの軸を羽根車の

　　　 軸に対し平行とした。
　(3)　ダクト中にコイルを設置する場合は、上流側の拡大角度を30度以内とした。
　(4)　厨房や浴室の排気ダクトの角の継目は、上部2箇所で継目を取るU字形の継ぎと

　　　 した。
【Ｎｏ．１５】

　施工場所と施工対象に対する保温仕様の組合せとして、適当でないものはどれか。
　ただし、保温仕様の番号は保温施工順序を示す。
　　　　(施工場所と施工対象〉　　　　　　　　　　　(保温仕様)
(1)　ダクトシャフト内のダクト　…　1.鋲、2.アルミガラスクロス化粧グラスウール

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保温板、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3.アルミガラスクロス粘着テープ
　(2)　消音チャンバーの消音内貼　…　1.鋲、2.ガラスクロス化粧グラスウール保温板
　(3)　事務室内露出の冷水管　　　…　1.グラスウール保温筒、2.鉄線、3.原紙、4.綿布
　(4)　機械室内の低圧蒸気ヘッダー…　1.鋲、2.グラスウール保温板、3.鉄線、4.金属板
【Ｎｏ．１６】

　防振に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　防振基礎の固有振動数は、運転時の機械の強制振動数に近い値になるように設定

　　　 する。
　(2)　防振ゴムは、金属ばねに比べて一般にばね定数が大きい。
　(3)　金属ばねは、高い振動数に対してサージングを起こすことがあり、防振ゴムと

　　　 併用したり、ダンパーを設ける必要がある。
　(4)　防振ゴムは、種々の形状のものがあり、かつ振動絶縁性もよい。
【Ｎｏ．１７】

　腐食・防食に関する記述のうち、適当でないものはどれか。
　(1)　埋設管の建屋貫入部では、配管とコンクリート中の鉄筋の間に大きなマクロセル

　　　 腐食電位差を生ずるので、絶縁継手を設置する。
　(2)　土質の差による埋設管のマクロセル腐食を抑えるため、塗覆装とマグネシウムな

　　　 どの金属体(流電陽極〉の設置を併用する。
　(3)　SUS444(フェライト系ステンレス鋼板)製貯湯タンタには、応力腐食や孔食対策と

　　　 して外部電源方式の電気防食を設置する。
　(4)　ボイラーの腐食の原因となる溶存酸素を除去するには、脱気器による機械的な

　　　 方法と、脱酸素剤により化学的に除去する方法がある。
　　選　択　問　題

問題No.18からNo.29までの12問題のうちから10問題を選択し、解答してください。

【Ｎｏ．１８】

　「労働安全衛生法」上に定められている元方安全衛生管理者の資格に関する記述のうち、下線部が正しいものはどれか。
　(1)　学校教育法による高等学校又は中等教育学校において理科系統の正規の学科を修

　　　 めて卒業した者で、その後3年以上建設工事の施工における安全衛生の実務に従

　　　 事した経験を有するもの
　(2)　学校教育法による高等学校又は中等教育学校において理科系統の正規の学科を修

　　　 めて卒業した者で、その後4年以上建設工事の施工における安全衛生の実務に従

　　　 事した経験を有するもの
　(3)　学校教育法による大学又は高等専門学校における理科系統の正規の課程を修めて

　　　 卒業した者で、その後2年以上建設工事の施工における安全衛生の実務に従事し

　　　 た経験を有するもの
　(4)　学校教育法による大学又は高等専門学校における理科系統の正規の課程を修めて

　　　 卒業した者で、その後3年以上建設工事の施工における安全衛生の実務に従事し

　　　 た経験を有するもの
【Ｎｏ．１９】

　事業者が講ずべき措置に関する記述のうち、「労働安全衛生法」上に定められている数値として、誤っているものはどれか。
　(1)　高さが10m以上の構造の足場の組立て作業を行う区域は、関係労働者以外の労働

　　　 者の立入りを禁止しなければならない。
　(2)　作業床の高さが10m以上の高所作業車の運転の業務は、技能講習を終了した者そ

　　　 の他厚生労働省令で定める資格を有する者に行わせなければならない。
　(3)　地下に敷設される物を収容するピット内部の配管の作業には酸素欠乏危険作業主

　　　 任者を選任し、その場所の空気中の酸素の濃度を18%以上に換気しなければなら

　　　 ない。
　(4)　電動機械器具(二重絶縁構造など規則第334条に該当するものを除く。)で、対地電

　　　 圧が150Vをこえる移動若しくは可搬式のものについては、当該器具が接続される

　　　 電路に、感電防止用漏電しゃ断装置を接続しなければならない。
【Ｎｏ．２０】

　労働者の災害補償に関する記述のうち、「労働基準法」上に定められている数値として、誤っているものはどれか。
　(1)　労働者が業務上の負傷又は疾病による療養のため、労働することができないため

　　　 に賃金を受けない場合においては、使用者は、労働者の療養中平均賃金の100分

　　　 の60の休業補償を行わなければならない。
　(2)　労働者が業務上死亡した場合においては、使用者は、遺族に対して、平均賃金の

　　　 1,200日分の遺族補償を行わなければならない。
　(3)　労働者が業務上死亡した場合においては、使用者は、葬祭を行う者に対して、

　　　 平均賃金の60日分の葬祭料を支払わなければならない。
　(4)　業務上の負傷又は疾病によって補償を受ける労働者が、療養開始後3年を経過して

　　　 も負傷又は疾病がなおらない場合においては、使用者は、平均賃金の1,200日分

　　　 の打切補償を行い、その後は「労働基準法」の規定による補償を行わなくてもよ

　　　 い。
【Ｎｏ．２１】

　建築物に設ける中央管理方式の空気調和設備の性能に関する記述のう「建築基準法」上に定められている数値として、誤っているものはどれか。
　(1)　炭酸ガスの含有率は、1,000／1,000,000 以下とする。
　(2)　一酸化炭素の含有率は、10／1,000,000 以下とする。
　(3)　浮遊粉じんの量は、空気1m3につき0.15mg以下とする。
　(4)　温度は、15℃以上30℃以下とする。
【Ｎｏ．２２】

　建築物の配管設備に関する記述のうち、「建築基準法」上、適当でないものはどれか。
　(1)　給水管は、防火区画を貰通する部分及びその両側の1m以内の部分を不燃材料とし

　　　 た。
　(2)　雨水排水立て管と地下階の湧水排水槽の通気管を連結して、兼用とした。
　(3)　排水トラップの封水深さは、7cmとした。
　(4)　排水のための配管設備で、汚水に接する部分は不浸透質の耐水材料とした。
【Ｎｏ．２３】

　元請負人の義務に関する記述のうち、「建設業法」上、誤っているものはどれか。
　(1)　元請負人は、その請け負った建設工事を施工するために必要な工程の細目、作業

　　　 方法その他元請負人において定めるべき事項を定めるときは、あらかじめ、注文

　　　 者の意見を聞かなければならない。
　(2)　元請負人は、前払金の支払を受けたときは、下請負人に対して、資材の購入その

　　　 他建設工事の着手に必要な費用を前払金として支払うよう適切な配慮をしなけれ

　　　 ばならない。
　(3)　元請負人は、下請負人から請け負った建設工事が完成した旨の通知を受けたとき

　　　 は、通知を受けた日から20日以内で、かつ、できる限り短い期間内に、その完成

　　　 を確認するための検査を完了しなければならない。
　(4)　元請負人は、工事完成後に注文者から請負代金の支払を受けたときは、支払を受

　　　 けた日から1ヶ月以内で、かつ、できる限り短い期間内に、下請負人に下請代金

　　　 を支払わなければならない。
【Ｎｏ．２４】

　次の記述のうち、「建設業法」上、誤っているものはどれか。
　(1)　請負代金の額が500万円以上の管工事を請負おうとする者は、国土交通大臣又は都

　　　 道府県知事の許可を受けなければならない。
　(2)　国が発注者である建設工事に配置する専任の監理技術者は、監理技術者資格者証

　　　 の交付を受けていなければならない。
　(3)　建設業者は、建設工事の注文者から請求があったときは、工事に着手するまでの

　　　 間に建設工事の見積書を提示しなければならない。
　(4)　市町村が発注者である建設工事で、下請負人として2,500万円以上の管工事を施工

　　　 する建設業者は、当該工事現場に専任の主任技術者を置かなければならない。
【Ｎｏ．２５】

　スプリンクラー設備に関する記述のうち、「消防法」上、誤っているものはどれか。
　(1)　閉鎖型スプリンタラーヘッドを用いるスプリンクラー設備の配管の末端には、

　　　 末端試験弁を設ける。
　(2)　消防ポンプ自動車が容易に接近することができる位置に、双口形の送水口を設置

　　　 する。
　(3)　劇場の舞台部に設けるスプリンタラーヘッドは、閉鎖型とする。
　(4)　流水検知装置の1次側には、圧力計を設ける。
【Ｎｏ．２６】

　消防用設備等に関する記述のうち、「消防法」上に定められている数値として、誤っているものはどれか。
　(1)　屋内消火栓設備の配管の耐圧力は、加圧送水装置の締切圧力の2倍以上の水圧を加

　　　 えた場合において、当該水圧に耐えるものとする。
　(2)　全域放出方式の不活性ガス消火設備の手動起動装置には、起動装置の作動から弁

　　　 の開放までの時間が20秒以上になるよう遅延装置を設ける。
　(3)　一つの送水区域に接続する連結散水設備の散水ヘッド数は、開放型のものにあっ

　　　 ては10以下とする。
　(4)　連結送水管に附置する非常電源の容量は、加圧送水装置を2時間以上作動できる容

　　　 量とする。
【Ｎｏ．２７】

　特定施設の設置の届出に関する文中、 　　 　 内に当てはまる「騒音規制法」上に定められている数値と語句の組合せとして、正しいものはどれか。
　指定地域内において、工場又は事業場(特定施設が設置されていないものに限る。)に特定施設を設置しようとする者は、その設置の工事の開始の日の 　(A)　 日前までに、 　(B)　 に届け出なければならない。

　　　(A)　　　　　(B)

　(1)　10　…　市町村長
　(2)　10　…　都道府県知事
　(3)　30　…　市町村長
　(4)　30　…　都道府県知事
【Ｎｏ．２８】

　建設資材廃棄物に関する記述のうち、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」上、誤っているものはどれか。
　(1)　建築物を解体する工事における分別解体等とは、建築物に用いられた建設資材に

　　　 係る建設資材廃棄物をその種類ごとに分別しつつ、工事を計画的に施工する行為

　　　 をいう。
　(2)　特定建設資材とは、廃プラスチック類など再資源化が過度な負担になると認めら

　　　 れるが、再資源化が特に必要である建設資材廃棄物をいう。
　(3)　再資源化とは、分別解体等に伴って生じた建設資材廃棄物を、資材又は原材料と

　　　 して用いることができる状態にする行為をいう。
　(4)　縮減とは、焼却、脱水、圧縮その他の方法により建設資材廃棄物の大きさを減ず

　　　 る行為をいう。
【Ｎｏ．２９】

　次の記述のうち、「高圧ガス保安法」及び「液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律」上、正しいものはどれか。
　(1)　高圧ボイラー及びその導管内における高圧蒸気は、「高圧ガス保安法」が適用さ

　　　 れる。
　(2)　冷凍能力が10トン以上の冷凍機を使用するときは、都道府県知事の許可が必要で

　　　 ある。
　(3)　メタンを主成分とするガスを液化したものを扱う設備は、「液化石油ガスの保安

　　　 の確保及び取引の適正化に関する法律」が適用される。
　(4)　硬質管のねじ切り作業などの液化石油ガス設備工事の配管作業は、液化石油ガス

　　　 設備士に行わせなければならない。
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